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富
永
謙
齋
先
生
停
考
補

謙

齋

先

生

側

考

補

一七

富
永
謙
齋
先
生
の
博
記
は
、
之
を
先
に
し
て
は
西
村
碩
園
先
生
の
「
懐
徳
党
考
」
竺
芦
直
年
あ

b‘

之
セ
後
に
し
て

は
稲
束
猛
•
吉
田
鋭
雄
雨
先
生
の
「
池
川
人
物
誌
」
吠
咋
竺
所
町
が
あ
っ
て
、
探
索
考
證
は
精
審
を
極
め
て
行
っ
た

0

余

も
亦
先
輩
の
所
説
に
根
握
し
，
補
ふ
に
知
友
の
所
見
を
以
て
し
て
、
今
年
闘
西
大
學
々
報
5

翠

n三
十
披
に
小
偵
を
掲
げ

た
が
、
何
分
勿
々
の
撰
に
成
り
、
諭
誤
を
免
れ
得
な
か
っ
た
し
、
叉
考
證
に
粗
な
る
所
も
あ
っ
た
か
ら
、
再
び
こ
A

に

諸
先
生
の
博
文
を
補
正
し
得
べ
き
貼
を
考
へ
そ
、
博
雅
の
示
数
を
得
た
い
ご
息
ふ
。

富
永
家
の
祖
先
が
何
慮
の
出
で
あ
る
か
は
證
す
べ
き
も
の
は
な
い
0

碩
園
先
生
が
「
其
の
先
は
河
内
逍
明
寺
よ
9
や

出
で
け
ん
」
ご
云
は
れ
た
の
は
、
道
朋
寺
届
の
稲
琥
よ
り
の
推
想
に
過
ぎ
な
い
0

内
藤
湖
南
先
生
5
鍔
匹
揺
聾
臼
芦
紐

蘇
靡
螂
が
「
ヒ
ョ
ッ
ト
す
る
ご
播
州
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
か
」
マ
J

一
本
は
れ
た
の
は
、
「
翁
の
文
」
の
第
三
序
文
が
賀
古

伴
證
女
幹
撰
ご
題
し
て
あ
る
の
で
、
賀
古
を
加
古
川
に
闊
聯
せ
し
め
て
推
考
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
0

こ
の
伴
祠
玄
幹

は
謙
齋
先
生
の
仮
名
で
あ
ら
う
ご
は
其
文
を
一
讀
す
れ
ば
想
到
し
得
る
が
、
玄
幹
が
徳
基
又
は
仲
基
ご
通
す
さ
恩
は
れ

る
事
か
ら
も
證
せ
ら
れ
る
。
口
〈
署
名
の
側
に
在
る
上
の
印
に
「
伯
氏
」
ご
あ
る
の
が
少
し
疑
問
ご
な
る
。
吐
さ
か
兄
の
毅

富

永

石

濱

純

太

郎



齋諜

謙
齋
富
永
基
字
仲
子
阪
府
人
少
頴
悟
博
渉

資
す
る
。

齊
で
な
か
ら
う
。
そ
う
す
れ
ば
生
母
安
村
氏
の
長
男
ご
で
も
解
す
べ
き
か
。
そ
こ
で
此
文
を
謙
齋
先
生
ご
す
れ
ば
、
賀

古
は
出
自
の
地
名
ご
見
な
し
て
考
へ
る
も
一
説
だ
が
、
或
は
住
所
の
雅
名
ご
見
る
も
一
説
ご
云
へ
よ
う
が
。
未
だ
之
を

證
定
し
得
な
い
。
兎
に
角
何
れ
に
し
て
も
、
宮
永
家
の
出
自
の
地
は
未
だ
疑
問
た
る
を
免
れ
な
い
0

謙
齋
先
生
の
祖
父

栂
の
墓
は
下
寺
町
四
丁
目
の
西
照
寺
に
存
す
る
か
ら
、
祖
父
の
頃
か
ら
大
阪
の
人
た
る
は
明
か
で
あ
る
。

謙
齋
先
生
に
闊
し
て
「
東
雅
」
に
載
す
る
小
博
を
参
考
し
得
た
る
は
余
の
誇
り
ご
す
る
所
で
あ
る
。
「
東
雅
」
は
謙
齋
先

生
の
弟
蘭
阜
の
子
李
綿
が
編
し
た
る
詩
選
で
、
「
池
田
人
物
誌
」
下
怨
の
荒
木
李
然
の
條
下
に
詳
し
い
0

余
の
見
た
る
も

の
は
同
害
に
未
見
'rJ

せ
ら
れ
た
る
萩
の
茶
屋
故
大
田
虐
陰
氏
醤
載
本
、
今
は
令
弟
信
三
氏
の
秘
戴
せ
ら
る
ヽ
も
の
で
あ

る
c
頼
春
水
・
中
井
竹
山
な
ご
の
校
語
を
有
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
李
熊
が
竹
山
に
送
り
春
水
が
持
蹄
り
た
る
原
本

に
相
逹
な
い
。
こ
の
珍
書
に
は
著
録
さ
れ
た
る
詩
の
作
者
の
小
博
が
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
中
に
謙
齋
先
生

の
偲
が
存
す
る
0

編
者
が
先
生
の
甥
李
除
で
あ
る
か
ら
、
餘
人
の
偲
は
措
い
て
先
生
の
偲
こ
そ
は
確
宜
信
す
べ
き
に
相

違
な
い
。
下
に
先
生
の
偲
を
考
補
し
得
た
る
も
一
に
之
に
依
る
か
ら
で
あ
る
。
今
そ
の
全
文
を
移
鎌
し
て
後
の
参
考
に

古
於
野
園
五
言
四
句

群
籍
事
栂
逃
子
府
下
栖
巷
授
徒
撲
述
尤
多

懐

穂

一八



人
以
比
買
誼
嘗
夢
誼
自
齋
紙
筆
末
胎
已

子
黎
皆
築
文
雅
以
自
終

エル

こ
の
博
に
注
意
し
て
示
故
せ
ら
れ
、
且
つ
玉
樹
直
城
君
ご
共
に
親
し
く
拝
観
す
る
を
許
容
さ
れ
た
る
大
田
信
三
氏
に
は

謙
齋
先
生
が
父
芳
春
の
第
一
二
子
で
あ
る
事
は
確
定
し
て
ゐ
る
。
蘭
阜
艇
士
鵡
肋
集
麟
帽
譴
謬
戸
韮
、
大
の
田
中
桐
江
の

序
に
薗
阜
を
「
浪
華
芳
春
翁
第
四
子
厄
し
、
蘭
自
手
の
弟
富
永
東
華
は
慕
碑
謬
繹
疇
い
虹
町
疇
心
記
ぼ
繹
麟
霞
に
は
「
富
永
芳

春
君
第
五
子
」
マ
J

し
て
あ
る
か
ら
、
謙
齋
先
生
が
第
一
二
子
で
あ
る
は
疑
ふ
を
得
な
い
°
従
っ
て
湖
南
先
生
が
「
翁
の
文
」

の
践
虹
霜
豆
し
於
て
三
郎
兵
衛
を
以
て
謙
壺
先
生
の
通
稲
ご
断
せ
ら
れ
た
る
は
固
り
易
ふ
べ
く
も
な
い
。
た
ぶ
暉
齋
先

生
の
異
址
兄
の
一
人
が
分
明
し
て
ゐ
な
い
0

然
ら
ば
荒
木
氏
の
追
遠
名
蒲
中
に
存
す
る
ご
云
ふ
「
延
享
元
年
八
月
二
十

謙
齋
先
生
の
字
は
「
東
雅
」
で
は
仲
子
で
あ
る
が
、
全
機
居
士
の
「
翁
の
文
」
の
序
、
及
び
恐
ら
く
「
大
東
昭
代
詩

紀
」
に
も
子
仲
ご
あ
り
、
共
に
信
す
べ
き
資
料
だ
か
ら
取
捨
し
得
べ
く
も
な
い
。
最
も
後
の
も
の
さ
云
ふ
貼
か
ら
は
「
東

富
永
謙
齋
先
生
停
考
補

日
忠
隆
通
稲
左
門
」
を
以
て
之
に
比
定
す
べ
き
か
ご
思
ふ
。

衷
心
よ
り
戚
謝
の
意
を
表
す
る
。

春
以
善
國
字
聞
弟
定
堅
字
子
剛
重
字

趣
高
雅
如
出
於
網
川
鹿
門
中
父
榔
通
字
芳

卒
年
三
十
二
文
忠
ぷ
周
漠
詩
宗
王
孟
此
篇
興



の
だ
ら
う
か
。

雅
」
が
誤
り
倒
し
た
マ
J

も
云
へ
よ
う
0

或
は
先
生
自
ら
子
仲
マ
J

も
仲
子
さ
も
云
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
全
機
居
士
こ
は

落
歎
の
印
か
ら
見
る
ご
橘
閂
字
子
和
ご
あ
る
か
ら
、
謙
壼
先
生
の
詩
い
』
呼
虹
立
疇
遷
噂
齋
に
あ
る
「
芳
野
歌
送
橘
子
伯
」

「
和
橘
伯
雄
寄
妓
之
作
」
の
橘
氏
に
相
述
な
い
0

因
に
、
「
翁
の
文
」
の
第
一
序
は
師
良
ご
云
ふ
人
が
書
い
て
ゐ
る
が
、
此
人

こ
そ
は
。
他
人
に
依
傍
す
る
事
少
ぎ
「
出
定
後
語
」
中
に
も
特
に
其
説
を
引
用
術
述
せ
ら
れ
た
る
林
師
良
に
逹
ひ
な
い
。

巻
之
下
祠
家
相
承
第
二
十
の
末
尾
に
廉
壺
先
生
自
か
ら
注
し
て
云
ふ
、
「
林
氏
中
甫
、
名
師
良
、
先
子
之
友
也
、
今
現
在
」

房
こ
の
紐
林
の
雨
氏
は
懐
徳
堂
定
約
附
記
項
闘
町
の
連
名
中
の
橘
届
富
四
郎
・
林
新
次
郎
の
家
に
闊
係
は
な
い
も

謙
齋
先
生
が
家
を
出
て
貞
業
山
大
馘
純
校
合
の
役
に
服
す
る
に
至
っ
た
家
庭
内
の
事
情
は
、
湖
南
先
生
の
云
は
れ
る

通
り
生
母
が
兄
毅
齋
に
は
枇
屈
で
あ
っ
た
に
起
因
す
る
で
あ
ら
う
。
「
東
雅
」
の
偲
に
「
事
母
逃
子
府
下
」
云
々
ご
あ
る
か

ら
に
は
、
父
芳
春
歿
後
は
母

Jゞ

共
に
分
家
し
た
ら
し
く
、
父
存
生
中
か
ら
早
く
面
白
か
ら
ぬ
事
情
を
生
じ
て
ゐ
た
も
の

ご
見
わ
る
。

「
東
雅
」
の
偵
の
9
階
巷
授
徒
」
は
家
熱
を
開
い
て
放
授
し
た
事
で
あ
る
が
、
何
虞
で
あ
っ
た
ら
う
か
゜
「
翁
の
文
」
の
林

氏
の
序
に
「
過
し
こ
ろ
伊
賀
須
利
の
み
や
の
邊
に
翁
あ
り
け
り
」
こ
云
ひ
、
「
所
も
渡
池
の
翁
の
文
な
れ
ば
」
マ
J

あ
っ
て
、
此

翁
は
謙
齋
先
生
に
外
な
ら
な
い
か
ら
ご
て
。
座
摩
紳
祉
附
近
に
住
し
た
ら
う
ご
推
察
す
る
の
も
固
り
無
罪
で
は
な
い
。

所
が
玉
樹
崖
城
君
は
書
籍
業
糾
合
に
在
る
所
の
「
5
m臼
三
か
い
い
馴
書
板
木
目
録
」
の
「
出
定
後
語
」
の
所
に

懐

穂

四
〇



延
享
元
年
子
十
一
月
免
許

四

コ
＇
，
上
二
紙
ハ
リ
「
著
述
作
者
」
ト
ア
リ

備

後

町

五

丁

目

富

永

仲

甚

南
久
賓
寺
町
五
丁
目
丹
波
屋
罪
兵
衛

コ
ノ
分
京
〈
賣
渡

ぐ
J

記
さ
れ
て
ゐ
る
に
注
意
し
て
、
備
後
町
五
丁
目
に
住
し
た
も
の
で
、
今
の
伽
後
町
三
丁
目
綿
業
會
館
の
所
で
あ
ら
う

ご
云
ふ
0

こ
れ
は
営
時
の
記
録
の
事
で
あ
る
か
ら
、
似
に
し
て
徴
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

n盆
座
摩
紳
社
附
近
ご
備
後
町
ご

一
ヶ
所
な
り
や
は
断
定
し
難
い
0

林
氏
の
序
も
「
延
享
改
元
紳
奈
月
の
頃
」
に
害
い
た
も
の
で
あ

因
に
、
同
目
鎌
の
書
入
れ
の
「
コ
ノ
分
京
へ
賣
渡
」
も
出
定
後
語
に
享
和
二
年
の
城
戸
市
右
衛
門
林
安
五
郎
本
層
文

晶
堂
永
EEi
調
兵
衛
本
曹
1

一
書
堂
の
合
赤
偲
々
本
等
の
京
都
本
が
あ
る
に
よ
っ
て
證
せ
ら
れ
る
0

こ
A

で
問
題
ご
思
は
れ

る
の
は
文
化
一
一
年
の
大
阪
松
村
文
悔
堂
本
'
t
J
,
,
.

平
田
篤
胤
の
出
定
笑
語
に
記
さ
れ
た
る
、
大
阪
の
何
ご
か
い
ふ
本
居
が

そ
の
夏
士
蔵
の
掃
除
に
板
木
を
探
し
出
し
早
速
す
り
出
し
新
た
に
つ
ヽ
み
紙
へ
詳
し
く
其
因
縁
を
記
し
た
こ
云
ふ
本
ご

で
あ
る
0

こ
れ
等
が
享
和
の
ゑ
び
す
屋
本
マ
J

の
闊
係
は
ぐ
J

う
な
る
の
で
あ
ら
う
0

余
は
篤
胤
の
云
ふ
包
紙
有
る
本
を
見

た
い
こ
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
序
で
乍
ら
賀
茂
季
厖
の
「
雁
の
行
か
ひ
」
の
奥
付
は
ゑ
ぴ
す
や
本
の
奥
付

Jゞ

全
然
閲

じ
も
の
で
あ
る
の
も
注
意
す
る
要
あ
ら
う
。

尚
は
同
目
録
の
「
翁
の
文
」
の
所
に
は

延

享

二

年

丑

九

月

富

士

屋

長

兵

衛

富
永
謙
齋
先
生
博
考
補

b
、
備
後
町
も
座
摩
神
社
附
近
ご
云
へ
な
い
哨
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
ニ
ヶ
所
な
り
や
、



前
、
家
兄
謙
齋
唱
逍
浪
華
、

ご
あ
る
．
そ
う
で
何
も
手
掛
り
は
な
い
。
「
出
定
後
語
」
出
板
後
僅
か
の
間
で
あ
る
に
闊
ら
す
相
分
ら
す
は
お
か
し
い
°
然

謙
齋
先
生
の
享
年
は
「
東
雅
の
'
-
小
博
に
よ
っ
て
三
十
二
歳
ご
分
明
に
な
っ
た
0

引
い
て
歿
年
も
晰
定
し
得
る
。
第

一
に
、
碩
園
先
生
が
「
出
定
後
語
」
の
延
享
元
年
自
序
の
語
「
基
也
今
既
一
二
十
以
長
」
に
よ
っ
て
、
廷
享
元
年
三
十
歳
、

正
徳
五
年
生
れ
ご
断
せ
ら
れ
た
る
は
信
じ
て
諜
な
か
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
、
延
享
三
年
が
一
二
十
二
歳
の
歿
年
マ
J

な
る
。

第
二
に
、
先
生
の
遺
詩
に
「
早
春
偶
成
丙
寓
歳
作
」
が
あ
る
、
蘭
阜
の
「
鵡
肋
集
」
の
先
生
の
序
は
延
享
三
年
春
三
月
で
あ

り
、
「
翁
の
文
」
の
自
序
ご
思
は
る
>
第
三
序
に
は
「
惟
一
一
一
年
春
三
月
郷
人
将
論
撰
知
曳
之
言
」
耀
明
之
天
下
以
為
斯
文

之
紀
也
｀
令
予
有
言
」
ご
あ
る
か
ら
、
三
年
の
春
は
存
生
で
春
以
後
に
逝
匪
さ
れ
た
事
ご
な
る
。
―
―
一
年
春
以
後
に
資
料

を
闊
く
の
も
労
證
に
は
な
る
。
第
三
に
、
蘭
自
手
の
五
律
「
哭
謙
齋
兄
」
の
詩
は
必
す
謙
齋
先
生
長
逝
後
餘
り
遠
か
ら
ざ

姜
被
涙
痕
斑
」
ご
あ
り
＂
．
又
七
古
の
「
森
春
某

H
値
亡
兄
」

の
詩
は
翌
年
四
年
三
月
の
作
こ
見
て
、
そ
の
末
の
方
に
「
別
来
秋
去
春
賭
季
」
の
句
が
あ
る
か
ら
．
恐
ら
く
夏
は
病
に

伏
し
て
、
秋
に
歿
し
た
ご
見
て
よ
か
ら
う
0

池
田
人
物
誌
で
は
蘭
阜
の
明
和
三
年

H
本
春
秋
序
の
文
に
「
憶
昔
二
十
年

一
時
需
風
」
ご
あ
る
か
ら
、
逆
算
し
て
延
享
四
年
は
生
存
ご
見
た
が
、
此
序
の
文
句
は
概

敷
を
畢
げ
た
ご
し
て
差
支
無
い
。
乃
ち
歿
時
を
以
て
延
享
一
一
一
年
秋
ご
為
さ
う
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。

る
同
年
冬
の
作
ご
見
て
、
そ
の
結
句
に
「
凄
然
風
雪
夜

し
勝
手
な
穿
墜
は
よ
し
て
償
か
う
。

懐

憾

コ
ヽ
ー
ー
紙
＾
リ
「
作
者
」
ト
ア
リ

常
時
出
板
元
不
相
分

四



阪
訪
碑
録
」
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
る
。

四

次
に
墓
は
富
永
一
家
の
墓
所
西
照
寺
で
は
見
嘗
ら
な
い
。
口
ヘ
一
家
の
墓
の
直
く
左
側
に
西
華
先
生
ご
云
ふ
人
の
小
い

雌
が
あ
る
0

こ
れ
は
一
家
中
の
墓
ご
も
見
ら
れ
る
0

こ
の
西
華
先
生
は
謙
齋
先
生
で
は
無
か
ら
う
か
0

別
に
此
説
を
主

張
す
る
程
の
所
握
を
有
す
る
の
で
は
な
い
が
、
謙
齋
先
生
の
末
弟
其
重
は
東
華
ご
槻
し
、
蒐
所
も
生
野
國
分
町
の
國
分

寺
に
在
る
の
で
、
東
浪
華
の
先
生
ご
西
浪
華
の
先
生
ご
到
照
し
て
見
た
ら
ざ
う
か
マ
J
m心
ふ
の
で
あ
る
。
東
華
の
碑
文
に

幼
に
し
て
仲
兄
謙
齋
先
生
に
従
ひ
て
學
ぷ
ご
あ
る
か
ら
、
先
生
に
従
っ
て
分
家
し
て
ゐ
た
も
の
だ
ら
う
0

井
狩
雪
深
の

「
復
謙
齋
富
公
翡
―
謬
5

時
俗
之
表
」
ご
あ
る
か
ら
、
兄
先
生
放
育
の
下
に
早
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
謙
齋
先
生
自
ら
は

の
副
啓
の
中
に
「
況
賢
季
妙
齢
俊
秀
、
亦
巧
島
文
僻
、
打
老
成
之
風
、
其
立
論
也
。
出
於

或
は
西
華
ご
弛
し
な
か
っ
た
ご
し
て
も
｀
西
華
先
生
ご
呼
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
弟
其
重
が
東
華
居
士
ご
か
東
ぃ
罪
外

史
ご
稲
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
0

只
臆
定
の
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
機
會
に
一
言
し
た
事
を
許
さ
れ

た
い
0

因
に
敷
年
前
＂
吾
友
島
本
一
男
君
は
國
分
寺
の
慕
地
に
東
崩
父
子
の
雌
を
訪
ね
た
が
、
茄
磨
し
て
湮
滅
の
恐
れ

あ
る
由
を
余
に
語
っ
た
°
有
志
の
士
は
謙
齋
先
生
の
愛
弟
一
家
の
事
を
も
記
せ
よ
°
幸
ひ
碑
文
は
皆
木
村
篤
鹿
翁
の
「
大

謙
齋
先
生
は
「
東
雅
」
に
は
撰
述
尤
も
多
し
ご
あ
り
、
蘭
皐
の

H
本
春
秋
序
に
は
逍
を
浪
節
に
唱
ヘ
一
時
風
に
欝
ふ
マ
J

あ
る
に
闊
ら
す
、
今
偵
ふ
る
所
僅
に
「
出
定
後
語
」
・
「
翁
の
文
」
に
止
ま
る
は
、
こ
の
天
才
大
阪
人
の
為
め
に
惜
し
む

べ
き
で
あ
る
°
湖
南
先
生
の
謂
は
れ
る
儒
墨
以
下
百
家
競
起
の
由
る
所
を
専
ら
論
じ
た
支
那
哲
學
史
論
「
説
蔽
」
は
恐

富
永
謙
齋
先
生
隠
考
補
，



ふ
よ
り
外
は
無
い
。

ら
く
「
翁
の
文
」
に
次
い
で
出
板
さ
れ
る
筈
だ
っ
た
ら
う
が
、
逝
他
早
く
し
て
侠
亡
し
て
終
つ
た
ら
し
い
0

然
し
蘭
皐

李
黙
等
の
言
が
親
し
き
者
に
仮
す
る
黙
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
先
生
歿
後
に
學
術
の
後
艦
者
無
く
、
撰
著
が
餘
b
流
布
し
な

か
っ
た
の
は
、
所
説
が
抵
人
の
理
解
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
一
に
噛
時
の
學
風
の
為
め
だ
ら
う
。

殊
に
大
阪
は
懐
徳
書
院
の
學
術
愈
々
行
は
れ
、
中
井
竹
山
出
づ
る
に
及
ん
で
全
盛
を
極
め
た
の
で
あ
っ
た
°
賓
肝
八
年
の

悛
稔
堂
定
約
附
記
に
は
異
學
者
を
招
か
ざ
る
を
約
し
て
、
「
學
間
に
流
義
は
有
間
敷
事
に
候
へ
共
、
近
年
子
思
孟
子
を
調

り
、
三
敢
一
致
ご
申
杯
。
別
に
一
流
を
立
候
異
説
時
行
申
候
、
介
様
之
學
間
は
、
縦
ひ
オ
徳
高
名
之
人
に
て
も
、
主
意

相
逹
い
た
し
候
へ
は
、
相
頼
候
事
可
為
無
用
候
＼
な
ざ
ご
異
學
の
禁
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
、
先
生
の
序
説
も
時
の
大
坂

人
に
は
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
こ
見
わ
る
0

却
て
他
國
で
偶
々
先
生
の
已
刊
本
を
見
て
喜
ん
だ
少
し
の
人
々
か
、
之
セ

仇
敵
視
し
た
僧
侶
ご
か
が
之
を
天
下
に
廣
布
す
る
に
至
ら
し
め
た
の
は
皮
肉
な
事
で
あ
る
0

幸
ひ
現
代
に
な
つ
て
は
謙

齋
先
生
は
先
生
従
學
の
懐
徳
堂
に
て
履
々
表
顕
せ
ら
れ
、
懐
低
堂
の
諸
先
生
に
よ
っ
て
偲
記
學
術
を
間
明
せ
ら
れ
、
又

吉
田
先
生
に
よ
っ
て
「
懐
徳
」
紙
上
に
て
先
生
の
逍
説
謬
晶
戸
5
鸞
疇
汲
叫
退
稿
本
腕
が
憔
に
出
づ
る
マ
J

は
、
興
に
奇
縁
ご
云

懐

穏

四
四


